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その後、「先住民 (Native) J としての諸権利の返還を連邦政府に求める動きのなかで、アラスカ先住
民は政治的集合としての様相を帯びてきた。主流社会の住民とは異なる文化の担い手であるだけでなく、
主流社会の住民には認められない特別な権原を有する集合としての「アラスカ先住民」が立ち現れてき
た。一方で政府も先住権保障の法的措置や先住民教育制度改革に向けて積極的に動き出した。だがこう
した潮流のなか制定された諸法律にも先住民と国家の非対称な権力図式が、あからさまな形ではないに
せよ強く作用していることには注意が必要である。先住民の主張を西洋近代社会の枠組みで分解し、既
存の法体系の網の目に絡みとることができる形へと再編するという作業が、先住権の法的保障という過
程に内在していた。
しかし村落レベルにおけるさまざまな実践に目を向けると、この権力構造図式というマクロな枠組み
のみでは説明しきれない点が多々ある。現代を生きる先住民チュピックは構造的不平等の図式に取り込
まれつつ、自身の生活と関わる形で制定されてきた様々な制度と一定の距離を置きながら、チュピック
社会の中で育まれた「生き方」を再生産している。これは生活のレベルにおいては国家と直接対峠した
り、国家に全く従属したりすることなくチュピックが主体的に振る舞うことが出来るということを示し
ている。
また先住民にとっての伝統文化が非先住民との差異を維持するための政治資源としての意味を持って
いるという主張は、伝統文化の利用価値の多面性に十分に目を向けていない主張であることが指摘でき
る。チュピックの事例から明らかなのは、伝統文化は政治資源、であると同時に、人びとが自分たちの社
会内で利用する社会資源でもあり、近代化した生活環境に対処するための文化資源でもあるためだ。
また先行研究が指摘する先住民村落社会内部の、文化的差異の生成をめぐる不平等については、先住
民としての位置づけそれ自体に付随する問題ではなく、先住民社会の周辺にある資源の種類と、それを
めぐる先住民および非先住民のある種の関わり方のなかで立ち現れてきたものと見るべきであろう。本
論文で取り上げたチュピックの民族誌的状況を踏まえると、先住民一国家という同じ制度的枠組みの中
に位置していたとしても、当該社会が外部社会といかに関わるのかに応じて異なる様相を呈するのだと
いう立場をとっておきたい。
以上の検討から、領域国家に生きる個々の先住民の位置づけには以下の 3 つの位相からの考察が必要
であると考える。第一は先住民一国家関係の中での「制度としての先住民」の位相である。先住民と国
家の相互作用は非対称な権力関係図式の内側で生じるためである。第二は「歴史のなかの先住民」の位
相である。先住民は領域国家ないし他のマイノリティ集団との歴史的相互作用の中で生成する地位であ
るためである。第三は「実態としての先住民」の位相である。その検討にあたって重要になるのは、外
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部社会に向けた差異の表明の中心に位置する文化実践の、ミクロレベルにおける意味や価値を検討した
上で、主流社会に向けた差異の政治を読み直すという作業である。とりわけミクロレベルにおける文化
実践のあり方は、先住民による文化をめぐる語りを解釈する手がかりを与えてくれる点で特に重視する
必要がある。
論文審査結果の要旨
本論文は、アラスカ州南西部に住むチュピック人を対象とした民族誌的研究である。 19世紀半ばにア
メリカ合衆国の領土に組み込まれたことを契機に、彼らは不可避的に様々な外的要素の総体としての
「近代」と対処しながら生活してきたが、その過程は合衆国政府の側から「先住民」として位置づけら
れるという歴史的過程でもあった。従って、今日のチユピック人の日常生活を考察するためには、彼ら
が生き方を巡って主流社会アメリカと渡り合ってきた歴史を同時に考察する必要がある。本論文では、
三つの方向から彼らの歴史と現在を照射する試みがなされている。
第一に注目するのは、文化伝統としてのダンスである。第 2 章では19世紀末以降に宣教師が残した記
録をとおして彼らの目に映ったチュピックの生活状況を再構成すると共に、「宣教師によって一旦廃止
させられたダンス」の「再生」を巡るチュピック側の語りを分析することによって、後者を植民地化の
中で自らの文化を語り、意味づけ、実践する主体としての地位回復の試みと解釈する。第 3 章では、現
在のダンス実践の現状を記述している。儀礼としての意味は失ったが、娯楽としてのダンスは社会関係
の維持や再確認という意味を保持していることが確認される。
第二に教育と文化継承を取り上げ、第 4 章で合衆国の先住民教育政策と村の学校教育の展開を歴史的
に考察した。ついで第 5 章では1970年代後半に村人たちが取り組んできた「文化遺産プログラム」に焦
点を当て、学校運営においてイニシアテイブを握った住民たちが、文化教育の場として学校を利用して
きている様子を記述すると共に、先住民化されてくる過程で起こった「文化遺産」そのものの変化にも
目を向けている。
第三に生き方を巡る国家との相互作用を取り上げる。先住権保証を目指した法概念「サブシステンス」
は、国家と先住民の非対称的権力関係を背景に、西欧近代が与える意味を反映するものとなった(第 7
章)が、「フィッシュキャンプに出かける」というチュピック人の行為は、経済活動や余暇という西洋
近代概念ではとらえきれない、彼らの生活の質にかかわる行為であると指摘する(第 8 章)。
社会構造等についてさらに詳細な記述の必要な部分も残るが、近年、北アメリカ先住民社会での現地
調査が難しくなっている状況の中で、本論文は先住民研究の動向を踏まえ、かつ着実な現地調査に基づ
いた民族誌的研究として高く評価することができる。
よって本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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